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河
口
湖
北
西
岸
の
県
道
（
大
石
地
区
～
長
浜
地
区
）

は
、
幅
員
（
道
路
幅
）
が
狭
く
車
両
の
す
れ
違
い
に
支

障
を
き
た
し
、
ま
た
歩
道
も
な
い
た
め
歩
行
者
に
と
っ

て
も
安
全
上
好
ま
し
く
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
県
が
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
歩
行
者

の
安
全
性
確
保
を
目
的
に
、
こ
の
二
つ
の
ト
ン
ネ
ル
整

備
と
道
路
の
拡
張
整
備
を
平
成
９
年
度
か
ら
行
い
こ
の

度
完
成
し
た
も
の
で
す
。
６
月
30
日
に
開
通
式
を
行
い
、

同
日
正
午
か
ら
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、「
新
寺

崎
ト
ン
ネ
ル
」

の
銘
版
は
、
北

中
１
年
生
の
丸

山
由
佳
さ
ん
の
字
に
よ
る
も
の
で
す
。

河
口
湖
北
西
岸
の
長
浜
ト
ン
ネ
ル
と

　
　
　
　
　
　
新
寺
崎
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
！

　交通事故で亡くなった方のシートベルト着用率は大変低く、

平成１５年の死亡事故者の着用率は39.5％となっています。

シートベルトを着用せずに亡くなった２３名のうち１５名は、

着用していれば尊い命が救われたと考えられています。

　６月末に町内におけるシートベルトの着用調査を実施した

結果、運転席７３.6％(昨年の県内着用率90.1％)、助手席にお

いては５５.4％となりました。

　この運動を通じてシートベルト着用の徹底を図るため、県・警察・町・交通安全団体が一体となり、広報・啓

発活動、指導取締り、着用率調査を組み合わせ、シートベルト・チャイルドシートの着用徹底を呼びかけていきます。

　自分が気をつけていても、交通事故はいつ起こるかわかりません。運転者だけでなく、同乗者もシートベルト

を着用しましょう。

　夏の行楽シーズンと児童・生徒の夏休みが重なり、交通事故の多発が予想されます。交通ルールと正しい交通

マナーを習慣づけ、交通事故から身を守りましょう。

　運動の重点目標
　　１　高齢者と子どもの交通事故防止

　　２　シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底

　　３　運転中の携帯電話使用禁止の徹底

　　４　飲酒運転等悪質・危険な運転の追放

■｢シートベルト着用ステップアップ運動｣ ６月２５日(金)～８月３１日(火)

■｢夏の交通事故防止県民運動｣ ７月２１日(水)～８月２０日(金)

管理課防災担当からのお知らせ
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シリ
ーズ
！

その5

「健康
のため
の禁煙
」

たばこのない生活習慣を身につけようたばこのない生活習慣を身につけよう

富士河口湖町の生活習慣とその見直し

Ⅰ　わが国の死因の１位は「肺がん」です。

Ⅱ　肺がんの芽は子供の肺にできやすく、

　　２０～３０年以降につくられています。

Ⅲ　富士河口湖町の１喫煙状況、２禁煙への関心度（図４）

　がんの死亡者は全死亡の３１．０％を占めてい

ます。（全死亡の３人に１人はがんで死亡してい

ます。）

その中でも肺がんの死亡者は前年に引き続き１位

です。その原因は昭和２５年以降にわが国に普及

した紙巻タバコによると考えられています。肺が

ん死亡の増加はタバコ喫煙によってのものと考え

られています。（図１・２）

　子供の肺（若くて元気がよい細胞）は外からきたいろいろな物質を受け入

れやすく、刺激に感じやすい性質を持っています。気管支の内面はたくさん

の細胞で覆われていますが、タバコの煙の中にある発がん物質に最も敏感な

のが、この元気細胞です。感じやすい細胞は次第にその性質を変えてゆきま

す。これが肺がんの芽であると考えています。このように、肺がんの芽は子

供の肺にできやすいのです。

　日本の中で調べたら昔、中学校の年齢でタバコを吸い始めた人が多かった、

ということがわかっています。タバコによる肺がんの危険性は中学生のとき

に一番高くあらわれているのです。若いときからの喫煙は避けたいものです。

（図３）

　　　町の検診受診者の半数は、タバコを喫煙しています。でも

　　やめたいと思う人もその半数います。　

　　　　　　禁煙への道　～たばこをやめるコツ

　　　① 灰皿、ライターはくずかごへ

　　　② 吸いたくなったら　～禁煙の決意を声を出して言う　

　　　　～水を飲む　～深呼吸する

　　　③ たばこを吸う人に近づかない

　　　④ ニコチンパッチ（医師の処方が必要）やニコチンガム

　　　　（市販）を活用する

悪性新生物(がん)の主な部位別死亡率の年次推移

肝臓がん

1.5倍

(女性)

子宮けいがん

1.6倍
(男性)

全がん1.65倍
(全死因1.29倍)

膵臓がん

1.6倍
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2.2倍

口腔がん

2.9倍
喉頭がん

32.5倍

肺がん

4.5倍

胃がん

1.5倍

膀胱がん

1.6倍

喫煙者はがん死亡の危険性が
こんなに高い!

タバコの煙にさらされた若い細胞は長い時間をかけて悪性となる。

故平山雄、計画調査(1966～1982)より

大人になってからタバコを吸い始めた人

中学生 大人 60歳

中学生でタバコを吸い始めた人

中学生 大人 60歳

（図２）

（図3）

（図4）

（図１）
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　乳がんは、４０～５０歳代の女性におけるガン死亡の２３％を

占めており、この年代の女性にとってもっとも多いガン死亡原因

となっています。（図１）

　今年度、厚生労働省は乳がん検診について視触診のみの検診を

廃止してマンモグラフィ（乳房Ｘ線撮影）を全面導入するなど下記

のとおり大幅に見直しました。

　視触診のみの検診では、早期の乳がんを十分に発見することができないので、おすすめできません。マンモグ

ラフィと組み合わせて受診することをおすすめします。

                                                            （図２）

　このようなことから、平成１６年度、富士河口湖町

では４０歳以上の方にマンモグラフィ検診、３０歳以

上の方にエコー検診を車巡回検診で実施していくこと

になりました。

　なお、しこりが触れるなどの自覚症状を認める時には、速やかに乳房疾患の診療を専門とする医

師を受診するようにしてください。

① 検査方法･･･マンモグラフィによる検査を原則とする。当分の間は視触診も併せて実施する。

② 検診対象年齢･･･４０歳以上とする。（以前は30歳以上）

③ 受診間隔･･･２年に１回（以前は1年に1度）

＜検診の見直し＞

＜検診予定日＞

月　日

受付時間 午後　１時３０分～４時（30分ごと受付、各10名）

場　所

負担金

申し込み

期間・方法

10月８日

勝山ふれあいセンター

９月１日（水）～１０日（金）（土・日を除く）、定員になりしだい締め切ります。

健康増進課まで電話にて受付します。尚、後日問診表を送付します。

１，０００円（当日徴収）

中 央 公 民 館

10月22日 10月27日 11月19日 11月24日 11月29日

問い合わせ　健康増進課　成人保健担当

　　　　　　電話番号　７２－６０３７

乳がん検診が新しく変わります! 
(マンモグラフィ導入)

４０～５０歳代の乳がんが急増しています。

0～4 5～9 10～1415～1920～2425～2930～3435～3940～4445～4950～5455～5960～6465～6970～7475～7980～84

(歳)

人口10万対 (人)

200

180

160

140

120

100

80

60

40

20

0

1998年

大腸がん 胃がん

肺がん

子宮頚がん

子宮体がん

乳がん

（図２）
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英
語
の
早
期
学
習
に
つ
い
て

総
合
基
礎
科
目
長
　
　
門
井
　
昭
夫

　
　
　
　
（
英
語
・
比
較
文
化
論
担
当
）

健
康
科
学
大
学
コ
ー
ナ
ー

健
康
科
学
大
学
コ
ー
ナ
ー

　　
二
〇
〇
二
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
学
習
指
導
要

領
に
よ
っ
て
、
小
学
校
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に

国
際
理
解
に
関
す
る
学
習
の
一
環
と
し
て
、
外
国
語

が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
こ
の
実
験
期
間
を
経
て
、
文

部
科
学
省
は
英
語
を
小
学
校
の
正
式
教
科
と
す
る
と

い
う
提
案
を
行
い
、
中
央
教
育
審
議
会
が
そ
の
検
討

を
始
め
た
。

　
早
期
学
習
と
親
の
期
待

　
英
語
を
早
期
に
学
習
さ
せ
る
効
果
と
し
て
期
待
で

き
る
の
は
音
声
の
面
、
す
な
わ
ち
発
音
、
聞
き
取
り
、
文

章
の
リ
ズ
ム
な
ど
、
口
と
耳
を
使
っ
て
訓
練
で
き
る

面
で
あ
る
。
し
っ
か
り
と
し
た
英
語
の
力
を
定
着
さ

せ
る
に
は
、
文
法
学
習
と
「
英
語
を
読
む
」
こ
と
が

必
要
だ
が
、
小
学
校
で
文
法
を
教
え
る
の
は
無
理
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
は
中
学
校
に
入
っ
て
か
ら
で
よ
い
。

中
学
校
で
も
入
門
期
を
過
ぎ
て
文
法
と
「
読
む
」
段

階
に
入
る
と
脱
落
者
が
出
て
く
る
。

　
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
社
の
行
っ
た
調
査
（
二

〇
〇
二
年
八
月
）
に
よ
る
と
、
〇
歳
か
ら
七
歳
ま
で

の
子
ど
も
を
持
つ
母
親
三
百
人
の
う
ち
、
そ
の
六
五

パ
ー
セ
ン
ト
が
早
期
教
育
に
関
心
を
抱
き
、
そ
の
う

ち
の
約
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
「
英
語(

英
会
話
を
含
む

)

を
習
わ
せ
た
い
」
と
答
え
た
と
い
う
。

　
世
の
中
の
母
親
の
多
く
が
、
次
の
よ
う
な
理
由
で
、

子
ど
も
に
早
く
か
ら
英
語
を
学
ば
せ
た
い
と
考
え
て

い
る
。

１
、
第
二
言
語
を
習
得
す
る
に
は
幼
児
期
が
適
し
て

　
　
い
る
時
期
だ
か
ら
。

２
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
よ
う
に
英
語
が
使
え
る
よ
う
に

　
　
な
る
に
は
幼
児
期
か
ら
始
め
な
い
と
い
け
な
い

　
　
か
ら
。

３
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
情
勢
の
中
で
、
英
語

　
　
力
は
ぜ
ひ
と
も
必
要
な
能
力
だ
か
ら
。

　
こ
れ
ら
の
理
由
は
、
も
っ
と
も
な
根
拠
で
あ
る
よ

う
に
見
え
る
が
、
そ
の
実
大
変
な
思
い
込
み
で
あ
る
。

そ
の
思
い
込
み
と
は
、
ま
ず
幼
児
期
か
ら
始
め
れ
ば

英
語
が
自
然
に
習
得
で
き
る
。
幼
児
期
か
ら
始
め
れ

ば
ネ
イ
テ
ィ
ブ
並
み
の
英
語
力
が
身
に
つ
く
。
そ
し

て
国
際
化
し
た
世
の
中
で
、
英
語
く
ら
い
ペ
ラ
ペ
ラ

と
話
せ
な
い
と
困
る
、
と
い
う
三
つ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
思
い
込
み
に
は
大
き
な
問
題
点
が
あ
る
。

親
の
過
度
の
期
待
と
子
ど
も

に
与
え
る
圧
力
と
が
、
親
子

の
焦
り
と
親
子
の
間
の
摩
擦

を
生
み
出
す
原
因
と
な
る
。

自
分
は
英
語
で
苦
労
し
た
か

ら
、
子
ど
も
に
は
こ
の
苦
労

を
さ
せ
た
く
な
い
と
い
う
親

の
気
持
ち
。
一
流
企
業
に
就
職
す
る
に
は
英
語
が
武

器
に
な
る
と
い
う
考
え
。
英
語
の
早
期
教
育
を
望
む

こ
れ
ら
の
親
の
動
機
は
、
子
ど
も
に
託
す
親
の
一
方
的

な
強
い
願
望
で
あ
ろ
う
。

　
真
の
英
語
力
と
は
何
か

　
ア
メ
リ
カ
の
学
校
で
ア
メ
リ
カ
人
と
一
緒
に
（
英
語

を
自
然
に
）
学
ぶ
と
い
う
環
境
で
学
ん
だ
と
し
て
も
、

日
常
会
話
の
レ
ベ
ル
を
超
え
て
真
の
英
語
力
が
自
然
と

身
に
つ
く
わ
け
で
は
な
い
。
真
の
英
語
力
と
い
う
の
は

き
ち
ん
と
し
た
内
容
の
議
論
を
し
た
り
、
文
法
的
に
、

そ
し
て
内
容
の
面
で
も
し
っ
か
り
し
た
論
文
が
書
け
、

も
ち
ろ
ん
長
文
の
英
語
も
読
め
る
だ
け
の
英
語
力
で
あ

り
、
こ
の
力
を
つ
け
る
た
め
に
は
多
大
の
努
力
を
必
要

と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
で
日
本
人
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
の
子
弟
に
、
十
三
年
間
教
え
た
経
験
の
あ
る
人
が

述
べ
て
い
る
通
り
で
あ
る
（
市
川
力
『
英
語
を
子
ど
も

に
教
え
る
な
』
（
中
公
新
書
ラ
ク
レ
）
を
参
照
）
。

　
日
本
語
と
い
う
母
語
に
よ
っ
て
思
考
能
力
が
き
ち
ん

と
身
に
つ
い
て
い
な
い
と
、
日
常
の
会
話
は
出
来
る
と

い
う
程
度
の
英
語
の
力
が
あ
る
だ
け
で
は
、
実
社
会
で

は
大
し
て
役
に
立
た
な
い
中
途
半
端
な
人
間
に
な
っ
て

し
ま
う
。

　
英
語
教
育
特
区
校
へ
の
期
待
と
危
惧

　
群
馬
県
太
田
市
が
二
〇
〇
五
年
四
月
に
英
語
教
育
特

区
校
を
開
校
す
る
と
い
う
こ
と
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
小
・
中
・
高
の
十
二
年
間
を
通
し
て
イ
マ
ー
ジ

ョ
ン
教
育
と
い
う
教
育
法
に
よ
っ
て
英
語
教
育
を
行
う

と
い
う
計
画
で
あ
る
。
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
と
い
う
の

は
、
カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
一
九
六
五
年
に
初

め
て
行
わ
れ
、
第
二
言
語
教
授
法
と
し
て
は
こ
れ
ま
で

最
も
良
い
成
果
を
挙
げ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
太

田
市
の
構
想
に
対
す
る
応
募
者
は
、
子
ど
も
に
英
語
を

●

●●
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徹
底
的
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
と
い
う
意
識
の
高
い

親
が
全
体
の
半
分
以
上
で
、
そ
の
中
に
は
県
外
か
ら

引
っ
越
し
て
く
る
と
い
う
人
も
い
る
ら
し
い
。

　
こ
こ
で
危
ぶ
ま
れ
る
の
は
、
一
体
ど
れ
だ
け
の
児

童
・
生
徒
に
自
分
か
ら
進
ん
で
こ
の
英
語
教
育
特
区

校
で
学
ぼ
う
と
い
う
意
欲
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
太
田
市
で
は
国
語
と
総
合
学
習
の
時
間
を
除

く
一
般
教
科
の
授
業
を
英
語
で
行
い
、
英
語
で
の
授

業
割
合
は
六
五
パ
ー
セ
ン
ト(

小
一)

か
ら､

次
第
に
七

五
パ
ー
セ
ン
ト
（
小
五
、
六
）
ま
で
高
め
、
中
学
で

は
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
高
校
で
は
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト

と
、
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
下
げ
て
い
く
と
い
う
。

　
母
語
で
あ
る
日
本
語
は
思
春
期
ま
で
に
確
実
に
獲

得
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
危

険
は
な
い
か
。
親
の
願
望
だ
け
が
強
く
て
も
、
実
際

に
児
童
・
生
徒
が
ど
の
程
度
英
語
が
出
来
る
よ
う
に
な

る
の
か
。
日
本
語
の
学
習
が
不
十
分
な
ま
ま
で
終
わ
っ

て
し
ま
う
の
で
は
失
う
も
の
の
ほ
う
が
大
き
い
。

活
気
あ
ふ
れ
る
学
生
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
学
生
代
表
（
新
聞
部
）

　
新
入
生
を
迎
え
半

年
が
経
過
。
今
年
か

ら
開
催
す
る
文
化
祭

・
体
育
祭
に
向
け
て

実
行
委
員
会
が
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。
ゼ

ロ
か
ら
の
立
案
に
四

苦
八
苦
し
な
が
ら
も
、

記
念
す
べ
き
第
一
回

開
催
を
思
い
出
に
残

る
も
の
に
し
よ
う
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎

日
の
講
義
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
も
さ
ら
に
充
実
し
、
多

く
の
学
生
が
忙
し
く
、
そ
し
て
楽
し
く
毎
日
を
送
っ
て

い
ま
す
。

　
以
前
に
こ
の
紙
面
で
紹
介
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
、
そ
の
後
も
沢
山
の
活
動
の
場
を
紹
介
し
て
頂
き
、

そ
の
活
動
の
輪
は
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
学
生
の

企
画
で
、
７
月
に
は
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ふ
じ

ざ
く
ら
養
護
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
を
大
学
に
ご
招
待

致
し
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
シ
ロ
ツ
メ
草
が
一

杯
の
大
学
の
前
庭
で
シ
ャ
ボ
ン
玉
遊
び
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
ロ
ケ
ッ
ト
飛
ば
し
な
ど
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
後
半
は
吹
奏
楽
サ
ー
ク
ル
の
初
演
奏
に
合
わ
せ
て

手
話
サ
ー
ク
ル
が
手
話
を
初
披
露
し
、
最
後
は
大
合
唱

で
締
め
く
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
至
ら
な
い
点
の

多
い
企
画
運
営
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
し
て
頂
い

た
皆
様
の
笑
顔
が
何
よ
り
も
嬉
し
く
、
思
い
出
に
残
る

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
一
年
半
、
町
の
皆
様
に
は
様
々
な
面
で
お
世
話

に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
宿
舎
組
合
の
皆
様
に
は
今
年

も
「
ほ
う
と
う
を
食
べ
る
会
」
を
開
催
し
て
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
普
段
の
生
活
で
も
ご
近
所
の
方
々
か
ら
ご
厚

意
を
受
け
て
い
る
と
い
う
学
生
の
話
を
よ
く
耳
に
し
て

お
り
ま
す
。
初
め
て
の
一
人
暮
ら
し
で
不
安
も
多
い
な

か
、
町
全
体
で
学
生
生
活
を
支
援
し
て
頂
い
て
い
る
の

を
感
じ
て
、
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
冒
頭
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た
通
り
、
健
康
科
学
大
学

で
は
今
年
か
ら
学
生
企
画
に
よ
る
文
化
祭
を
開
催
致
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
地
域
の
皆
様
方
と
の
交
流
を
さ
ら

に
深
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
お
越
し
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
実
施
致
し
ま
す
の
で
、
緑
に
囲
ま

れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、是
非
一
度
足
を
お
運
び
下
さ
い
。

大
学
宿
舎
組
合
主
催
「
ほ
う
と
う
会
」
で
交
流

　
大
学
宿
舎
組
合

（
鈴
木
俊
雄
組
合

長
）
で
は
、
前
期

授
業
が
ひ
と
段
落

し
た
こ
の
時
期
に
、

郷
土
料
理
の
ほ
う

と
う
を
一
緒
に
作

っ
て
食
べ
る
場
を

設
け
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
７
月
14

日
に
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
当
日
は
教

授
や
大
学
職
員
も

含
め
て
4
0
0
名
ほ
ど
が
参
加
し
、
宿
舎
組
合
の
方

々
か
ら
「
ほ
う
と
う
作
り
」
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
る

な
ど
の
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
①
８
月
18
日
（
水
）
10
時
30
分
～
15
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
説
明
会
、
体
験
授
業
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
学
会
な
ど
。

　
　
②
９
月
13
日
～
17
日
　
説
明
会
、
自
由
参
観
。

　
文
化
祭

　
　
10
月
２
日
　
於
：
大
学
構
内

　
　
10
月
３
日
　
於
：
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
情
報
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平成16年度の公的年金の

物価スライドについて物価スライドについて物価スライドについて
　国民年金や厚生年金などの公的年金は、年金額の実質的な価値を維持する目的で全国消費者物価

指数の上昇・下落に応じて、その翌年度の年金額を自動的に改定する物価スライドが行われること

になっています。

　平成15年度は、平成12年度から平成14年度について物価の下落に関わらず特例的に年金額が据え

置かれ、マイナス2.6％による改定を行うべきところを、特例的に平成14年の物価下落分のマイナス

0.9％のみ改定を行いました。

　平成16年度の年金については、保険料を負担する現役世代の賃金の低下傾向が明らかとなってい

ることから、現役世代との均衡を考慮し、また高齢者等の生活にも配慮し、特例として平成15年の

全国消費者物価指数の下落分（マイナス0.3％）のみの年金額の改定を行うこととしました。

　年金制度が年金を受給する高齢者と保険料を負担する現役世代とのバランスの上に成り立ってい
ることから、今回の減額改定は、年金制度を安定的に運営する上で、必要な措置ということをご理
解願います。

物価スライドが行われるのは、平成１６年４月分の給付からです。
4月及び5月分の年金の定期支払期にあたる6月に支払われる年金
から運用になります。

●老齢・遺族・障害基礎年金の年金額

●老齢・遺族・障害厚生年金の年金額

●配偶者加給金額及び、子の加算額など

●船員保険の職務上の障害・遺族年金

●障害手当金　●外国人の脱退一時金

●脱退手当金　●国民年金の付加年金など

行われる 行われない

物価スライドの改定物価スライドの改定

Q物価スライドが行われるのはいつからですか。

A

老齢基礎年金に関しては、平成１５年度の年金額は79万7000円（満
額受給）でしたが、今回の物価スライドの適用後、16年度の年金額
は79万4500円（満額受給）となります。なお、老齢厚生年金等、過去
の収入等の実績に基づき支給されるものについては、おむむね、ご
自身の受給している年金額に乗率0.997を乗じた額となります。

Q自分の受給する年金額はどのくらいになるでしょうか。

A

物価スライド改定の通知につきましては、毎年1回送付することと
している年金振込通知書に合わせて、年金額改定通知書を6月上旬
までに社会保険業務センターから受給権者宛に順次発送すること
としています。

Q物価スライドが行われた後の年金等に関する通知は送付されるのですか

A

年金の物価スライド制は、年金の実質的な価値を維持するために
物価の上昇・下落に応じて年金額の改定を行うものであり、年金額
の高低に関わらず対象となります。

Q年金額が少ない者も物価スライド改定の対象となるのでしょうか。

A

今回の物価スライドに関するご質問について；社会保険事務局大月事務所　0554－２２－３８１１

物 価 ス ラ イド  Q & A

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～
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日 Sun. 月 Mon. 火 Tue. 水 Wed. 木 Thu. 金 Fri. 土 Sat.

98 10 11 12 13

15 16 17 18 19 20 21

14

22 23 24 25 26 27 28

29

5

30 31 2 3 4

6 7 8 9 10 11

9
1

●燃えるごみ
小立・大石・河口・勝山
■燃えないごみ
足和田

●燃えるごみ
小立・大石・河口・勝山
■燃えないごみ
足和田

●燃えるごみ
勝山
■燃えないごみ
足和田

●燃えるごみ
小立・大石・河口・勝山
■燃えないごみ
足和田

●燃えるごみ
小立・大石・河口・勝山
■燃えないごみ
足和田

●燃えるごみ
小立・大石・河口・足和田

●燃えるごみ
小立・大石・河口・足和田

●燃えるごみ
小立・大石・河口・足和田

●燃えるごみ
小立・大石・河口・足和田

●燃えるごみ
小立・大石・河口・足和田

●燃えるごみ
船津・浅川

●燃えるごみ
船津・浅川

●燃えるごみ
船津・浅川

●燃えるごみ
船津・浅川

●燃えるごみ
船津・浅川

●燃えるごみ
船津・浅川・勝山

●燃えるごみ
船津・浅川・勝山

●燃えるごみ
船津・浅川・勝山

●燃えるごみ
船津・浅川・勝山

●燃えるごみ
船津・浅川・勝山

■燃えないごみ
小立・大石・河口・勝山

■燃えないごみ
小立・大石・河口・勝山

■燃えないごみ
小立・大石・河口・勝山

■燃えないごみ
船津・浅川・勝山

■燃えないごみ
船津・浅川・勝山

ごみカレンダーごみカレンダーごみカレンダーごみカレンダー 8月8日～9月11日

● ごみは必ず指定の日時、収集場所に出してください。維持管理する立場になって、みんなでルールを守り、

　 ごみステーションをきれいに使いましょう。

● 粗大ごみは、河口の清掃事業所へ直接持ち込んでください。

�　　　　　　受入時間；平日の午前9時～午後４時、土曜日の午前9時～11時

● 資源ごみは、各自治会・区で収集している日時に出してください。

　 　８月１６日（月）は富士吉田市環境美化センターがお盆休みのため休止します。小立、大石、河口

　 各地区における「可燃ごみ」のステーション収集は実施しませんので、ごみステーションへは出さな

　 いでください。また、同センターへ持ち込むこともできませんのでご協力ください。

　旧河口湖地区においては従前のとおり、お盆のお供え物を収集します。河川に流さず、次の収集場所へ８月１６

日（月）の午前中に出してください。（当日の午後に収集し、翌日処理します。）

富士吉田市環境美化センター休止のお知らせ

お盆のお供え物収集について

　　　　　　河口湖ホテル前の消防道路

　　　　　　たたみ岩入口トイレの横

　　　　　　浅川中央川下流の河川敷

　　　　　　乳ケ崎土地改良区ポンプ場横

　　　　　　妙法寺裏の八木崎公園入口

　　　　　　久保花木別荘北側道路

注）収集場所では、線香をたかないでください。

船津地区

小立地区

　　　　　　前浜の消防道路末端

　　　　　　後藤木炭倉庫前

　　　　　　中沢橋横

　　　　　　大桧横

　　　　　　善応寺入口

　　　　　　横町渡船場入口

　　　　　　広瀬バス停付近

大石地区

河口地区

各地区収集場所


